


要約:近年多胎妊娠の増加が指摘されているが、特に不妊治療による多胎には品胎、4 胎

等も多く、医学的、社会的問題も多く、それらが多胎児の家庭を直撃し、育児に大きな問

題を与えている。我々はこれらの実態を把握する目的でアンケート調査をおこなった。不

妊治療をうけた多胎はやはり品胎の比率が高かった。しかし計画的な妊娠であるため妊娠

初期の多胎の受容や、子育てに対する意識は自然妊娠による高い傾向が見られた。反面実

際に妊娠期間中の治療や、退院後の子育て期間には否定的な意識を持つ親はむしろ不妊治

療群に高かった。それに拍車をかけるのは人手不足、過度の経済的負担、家庭内に閉じこ

もらざるを得ない状況などが加わり、極めてリスキーな子育てとなっている。今後医療だ

けでなく、社会的、経済的支援とともに妊娠初期からの心理的支援が重要であると考えら

れた。


